
書式第 12号 (法第28条関係)

令和 3年度 事 業 報 告 書

特定非営型活動法人青整:と壼ヽE福祉会

1 事業の成果

前年度に引き続き、新型コロナウィルス感染予防を徹底 しながらの活動の中、
感染者を出すことなく、就労継続支援 B型及び就労移行支援事業を通じて、利用者が
地域社会で自分らしく就労や生活をしていくための支援を行った。

就労移行支援では、感染状況を考慮しながら企業への見学 。実習を出来る範囲で行い
たが、出来る範囲での就労に向けた準備を進めてきた。
登録者は 4月 に 2名 でスター トし、その後 2名 が増員となり登録者数は 4名 になった。
うち 12月 に 2名 の方を就労 (一般・障害者雇用)に繋げることができた。

就労継続中のOBを中心に行つている就労定着支援も、就業先企業・就労支援センター等の
関係支援機関と連携をしながら就労継続に向けた支援を行 うことができた。
令和 3年度途中に支援期間終了者 2名 を出し、その方々は現在も就労継続中。
(5名 の支援を継続、新年度にはさらに 2名増となる)

事業所内での作業提供においても、作業種 (6作業)を減らすこと無く継続的に受注する
ことができ提供は出来たが、量的部分が前年より減った種類もあった。この部分は次年度の
課題になってくる。
接客 (喫茶)訓練には、平均 6名 の利用者が交代で参加 している。毎年新しく参加する人も
いるので 1人が平均 2回は参加 してお り、接客だけでなくコミュニケーションカを上げる場
になつている。
清掃訓練では、月 2回ではあるが委託を受けている建物を清掃し、技術の習得に繋げている。

水耕栽培による野菜作 りは年間を通して 3種類の葉物野菜を作った。コロナ禍による販売先
の影響はなかったが、害虫の被害や 日照・気温の影響を受け生産量が若干減った。
作業場面では、利用者が様々な作業に携われるように工程を細分化し、自分に向いている作業
に積極的に参加できる工夫をした。また助成金を活用し環境整備を行い快適に作業に取り組め
るように努めた。多くの利用者が毎日水耕栽培の作業に取 り組むことができて意欲向上にも繋
がった。

地域啓発の活動として、例年利用者 とともに地域の行事に参加 していたが、前年度同様コロ

ナ禍の影響ですべての行事が中止となり参加に至らなかった。

特定相談事業では、新規依頼と更新のための計画見直しやモニタリング・サービるの追
加等含め、 123件 の相談支援を行った。知的 。身体の支援ケースによっては生活支援
や関係機関との連携・調整などの業務も時間を費やした。

事 業 報 告 用



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 44,214 】千円)

疋秋 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千

円)

障害者総合支
援法に基づ く
障害者福祉サ
ービス事業

就労移行支援事業

精神障害者の就労訓練や
生活支援・相談を実施

月曜から

金曜

9時から

17時

東京都青

梅市大門

2丁 目2

59番の

3

3名 精神障害者 6名 16,650

障害者総合支
援法に基づ く
障害者福祉サ
ービス事業

就労継続支援 B型事業

精神障害者の就労訓練や
生活支援・相談を実施

月曜から

金曜

9時から

17時

東京都青

梅市大門

2丁 目 2

61番の

1

3名 精神障害者 14名 22,560

障害者総合支
援法に基づ く

警羹
相談支援

特定相談支援事業

障害者のサービス等
利用計画の作成

精神障害者の就労訓練
や生活支援・相談事業

月曜から

金曜

9時から

17時

東京都青

梅市大門

2丁 目 2

59番の

3

1名 精神障害者 50名 4,015

障害者のため
の農作業の提
供事業

障害福祉サービス事業
内での作業プログラム

臭梶
て、作物栽培棟を

月曜から

金曜

9日寺から

17時

東京都青

梅市今井

2丁 目 1

251-

1

2名 精神障害者 10名 989



科目
1.経常増減の部

(1)経常収益
受取会費

受取会費合計

事業収益
1.自 立支援費等収益

訓練等給付費収益

利用者負担金収益

自立支援費等収益計

2.就労支援事業収益

軽作業受注事業収益

前期就労支援事業繰越金

就労支援事業収益計
4.一般事業収益

利用料収益

一般事業収益計

事業収益合計

受取補助金等

受取地方公共団体補助金

受取民間補助金

受取補助金等合計

受取寄付金

受取寄付金

受取寄付金合計

雑収益

受取利息

雑収益

雑収益合計

経常収益合計

(2)経常費用
事業費

1.一般事業費

事業人件費

――ノ」ヽ言十一―

その他事業経費

―一月ヽ言十一―

一般事業費計

2.就労支援事業費

販売原価

販売費

就労支援事業費計

事業費合計

管理費

その他事業経費

――ノlヽ 言十一―

管理費合計

経常費用計

当期経常増減額

2経常外増減の部

当期経常外増減額

当期正味財産増減額

正味財産期首残高

正味財産期末残高

令和3年度 活動計算書
2021/04/01～ 2022/03/31

NPO法人青梅わかば福祉会

40,265,373

45,159

4,603,637

700,929

110,400

6,531,000

30,000

97,348

44

166,440

32,645,621

11,536,451

金 額

40,310,532

5,304,566

110,400

44,182,072

5,304,566

0

5,304,566

(単位 :円 )

46,500

45,725,498

6,561,000

97,348

166,484

52,596,830

49,486,638

32,830

49,519,468

3,077,362

0

3,077,362

19,579,521

22,656,883

32,830



貸借対照表
(2022年 3月 31日 現在)

NPO法人青梅わかば福祉会

(単位 :円 )

科  目 金  額

資産の部

流動資産

現金
普通預金

売掛金
未収金

前払金
立替金

前払費用

流動資産合計

165,557
5,704,145

403,437
6,861,959

165,000
507,277
24,226

13,831,601

28,349,330

固定資産

土地

構築物

建物付属設備

農業用設備

車両運搬具
工具器具備品

減価償却累計額

敷金

預託金

固定資産合計

6,

11,

1,

8,

3,

175,000
849,900
970,000
994,672
581,140
877,656
517,909
570,000
17,270

-19,

14,517,729

資産合計

負債 の部

流動負債

未払金

預り金
未払費用

流動負債合計

4,777,557
314,685
600,205

5,692,447

5,692,447

固定負債

固定負債合計 0

負債合計

正味財産の部

前期繰越正味財産 19,579,521

22,656,883

当期正味財産増減 3,077,362

正味財産合計

負債及び正味財産合計 28,349,330



―ト
,ヽ 16号 (法第 28条関係 )

令和 3年度  計算書類の注記

特定非営利活動法人青梅わかば福社会
1.重要な会計方針

計算書類の作成は、NPO法人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 肥0法人会計基準協議
会)に よっています。

(1)   固定資産の減価償却の方法

構築物および建物付属設備は定額法、それ以外は定率法によっています。

(2) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2.事業別損益の状況

別紙、活動計算書内訳表を参照してください。

3.使途等が制約 された寄附金等の内訳

使途等が制約 された寄付金等は、以下の通 りです。

4.固定資産の増減内訳

別紙、固定資産台帳を参照 してください。

内容 前期繰越額 当期受入額 当期減少額 次期繰越額 備考

合計
＾
υ



貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金額
流動資産

大門2-259-3

訓練給付金2ケ月

利用者負担分

賃貸家賃

社会保険料

165,557

38,995

126,562

5,704,145

4,776,497

25,843

32,563

653,268

74,974

1,000

140,000

403,437

22,911

308,631

900

21,120

31,050

18,000

825

6,861,959

6,852,659

9,300

165,000

507,277

24,226

現金

――事業

一―工賃

普通預金

――りそな銀行 東青梅支店

――青梅信用金庫 河辺支店

――りそな銀行 東青梅支店 (賛 )

――りそな銀行 東青梅支店 (ハ )

一―みずほ銀行 東青梅支店

――郵便局

――西武信用金庫

売掛金

――ひばり園

―ハウス

ーー彩の榊

――富士フィルムメディアクレスト

ーー秀栄

――だんだん

――その他

未収金

―一国保連

――利用者

前払金

立替金

前払費用

流動資産合計 13,831,601

土地

構築物

建物付属設備

農業用設備

車両運搬具

工具器具備品

減価償却累計額

盟_』鐘上L量
2022年 3月 31日 現在

NPO法人青梅わかば福祉会

青梅市今井2-1251-1

青梅市今井2-1251-1

青梅市今井2-1251-1

青梅市今井2-1251-1

3台 (普通車 1・ 軽 自動車2)

農地

ビニールハウス

電気配線・水道配管

水耕作業設備

円

175,000

849,900

970,000

994,672

581,140

877,656

517,909

6,

11,

1,

8,

3,

△ 19,



駐 _豊二L』
2022年 3月 31日 現在

NPO法人青梅わかば福祉会
位 :円 )

場所・物量等 使用目的等 金額貸借対照表科目

敷金

預託金

大門2-259-3
今井2-902 570,000

17,270

固定資産合計 14,517,729

資産合計 28,349,330

流動負債

未払金

預り金

――源泉所得税

――雇用保険料

――その他

未払費用

人件費 (3月 。一時金 )

積立金 (利用者 )

利用者工賃

4,777,557

314,685

99,800

74,885

140,000

600,205

流動負債合計 5,692,447

固定負1
ｎ

）固定負債合計

5,692,447負債合計

22,656,883正味財産合計



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並
びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利 動 法 人 青梅わかば福祉

1 確認事項 (法第20条及び第21条 を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間
(該 当者のみに記入 )

氏    名

1
・監事

スカ
｀
ワラテツオ 令和 3年 4月  1日

令和 4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日菅原徹夫

2
監事

コミネミドリ 令和 3年 4月  1日

令和 4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日小峰 緑

3 ・監事
イシク

゛
ロタケシ 令和 3年 4月  1日

令和4年 3月 31日

年

年

月   日

月   日石黒 武

4 監 事理 事
カサイヒロシ 令和 3年 4月  1日

令和 4年 3月 31日

年

年

月   日

月   日葛西弘史

5
・監事理 事

サノアキコ 令和 3年 4月  1日

令和 4年 3月 31日

年

年

月   日

月   日佐野亜希子

6 理 事
ナンフ

゛
ユキヒサ 令和 3年 4月  1日

令和 4年 3月 31日

年

年

月   日

月   日南部幸久

7 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年

年

月   日

月   日

8 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年

年

月   日

月   日

9 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年

年

月

月

日

日

10 理事・監事

41  月   日

年 月 日

年  月 日

日年 月

理 事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人 青梅わかば福祉

氏    名

1
菅 原 徹 夫

2 小 峰  緑

3 榎 戸 勇 也

4 芦 澤 幸 彦

5 石 黒  武

6 葛 西 弘 史

7 福 井 康 修

8 佐 野 亜 希 子

9 尾 藤 弘 子

10 植 野  宏

11 伊 藤 純 子

12 菊 地  涼

13 大 澤 睦 美


